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背 景 2

ü 2025年4月1日 国土地理院 全国標高成果の改定

従来の水準測量に基づく「測地成果2011」から，最新の衛星測位を基盤と

する「測地成果2024」へ

標高 = 楕円体高 – ジオイド高

GNSS測位 ジオイドモデル

元期：2024年6月1日

楕円体高 ă 電子基準点座標時系列を年周/半年周/トレンドフィッティング

ジオイド高 ă 精密重力ジオイドモデル JPGEO2024 により計算

三角点，水準点に対しては標高補正用パラメータを準備

(国土地理院HP，2025; 山田ほか，2025; 平岡ほか，2025)

ü 標高改定の算出過程と結果を理解することはきわめて重要

標高値は土木，建設，農業，地理，防災等の分野の基礎資料



標高改定に伴う釧路市での標高変化 3

電子基準点 02P203 (釧路検潮所)

「標高」変化 (測地成果2011 Ą 2024)

-0.260 m



作 業 4

新旧標高差 = 新 [楕円体高- ジオイド高] – 旧 [楕円体高- ジオイド高]

= [新旧楕円体高差] – [新旧ジオイド高差] (山田ほか，2025)

新から旧への楕円体高変化とジオイド高変化を別個に調べる

使用データ

楕円体高値：

新旧とも国土地理院基準点成果等閲覧サービスより取得

ジオイド高値：

旧「日本のジオイド2011 (ver.2.2)」GSIGEO2011

国土地理院ジオイド高計算サイトを利用

新「ジオイド2024日本とその周辺」JPGEO2024

ジオイドデータに付属の計算プログラムを使用

参考「Earth Gravitational Model 2008」 EGM2008

UNAVCO Geoid Height Calculatorを利用



楕円体高変化 測地成果2024 vs. 測地成果2011 5

楕円体高元期

ü 測地成果2024： 2024年6月 ITRF2020

ü 測地成果2011：

2011年5月 東日本・北陸4県 ITRF2008

1997年1月 西日本・北海道 ITRF94

+0.0278 m

顕著な隆起域，沈降域が東北地方に集中
2011年東北地方太平洋沖地震の
余効変動を反映



楕円体高変化 検潮結果との比較：北海道 6

加藤・津村(1979)の方法による潮位観測から推定された
地殻上下変動(海岸昇降検知センター)

データ源：https://cais.gsi.go.jp/cmdc/center/katoutumura.html



楕円体高変化 検潮結果との比較：西日本 7

楕円体高変化は定常的隆起・沈降パターンを概ね反映している



新ジオイドモデル JPGEO2024 (平岡ほか，2025) 8

精密重力ジオイドモデル JGEOID2024

北緯15-50度，東経120-160度

精度 約３cm

JPGEO2024 「ジオイド2024日本とその周辺」

ü 全体に+0.1366 mのシフト量を加算

東京湾平均海面と一致

ü tide-free系からmean-tide系への変換

-5 cm (15ЈN) 〜 +5 cm (50ЈN)

ü 離島対策「離島における基準面補正」を追加

吐噶喇列島以南，八丈島以南は独自海面基準

〜 +80 cm



ジオイドモデルの比較 JPGEO2024 (regional) vs. EGM2008 (global) 9

EGM2008 (5’ x 5’ mesh)JPGEO2024 (5’ x 5’ mesh)



ジオイドモデルの比較 JPGEO2024, GSIGEO2011 vs. EGM2008 10

JPGEO2024
(離島基準面補正無し)

– EGM2008



ジオイドモデルの比較 JPGEO2024 vs. GSIGEO2011 11

JPGEO2024
(離島基準面補正有り)

– GSIGEO2011v2.2

全国平均
+0.1399 m

★



F5.1解F5解

新ジオイドモデルに加算されたシフト量 12

水準原点

東京千代田171222

水準原点

水準原点数値 24.3900 mに改定
(旧値より-0.024 m)

測地成果2011 測地成果2024

24.3900 m
を維持

ü 地震時の沈降 << その後13年間の余効変動による隆起

ü 水準原点の数値は測地成果2024で改定されず

Ą 新ジオイドモデルに対し+0.1366 mのシフトを加算 Ą JPGEO2024
(平岡ほか，2025)



標高変化 13

楕円体高変化

定常的隆起・沈降
パターンを概ね反映

ジオイド高
変化

約+14 cm
上昇

標高変化

両者の差分 ü 定常的隆起域でも沈降が
目立つ

ü 北海道の沈降が強調される



標高変化ヒストグラム 楕円体高変化との比較 14

-0.1126 m+0.0278 m



ま と め 15

測地成果2011から2024への全国標高成果改定に伴う電子基準点の標高

変化を，楕円体高変化とジオイド高変化に分けて調べた．

ü 楕円体高変化：

2011年東北地方太平洋沖地震の余効変動，北海道や近畿・中国・四国における

プレート運動に伴う定常的な沈降・隆起パターンを概ね反映する．

ü ジオイド高変化：

水準原点の2011年時標高が2024年も維持されたため，全体が約14 cm上昇した．

東日本では顕著な距離依存性が認められる．

離島基準面補正により離島での大きなジオイド高変化が避けられた反面，全球

ジオイドからの乖離は増大した．

ü 標高変化：

基準となるジオイド面が上昇したため，定常的な隆起域でも沈降が目立つ．

1点の標高変化のみに注目するのは注意を要する
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